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（Massive Open Online Courses）の形式に着目し、タイの MOOCs 形式のオンラインコー






MOOCs の流行が始まった 2012 年以前は、タイの高等教育機関では学習支援のために
E-learning や Blackboard、Moodle などの LMS（学習管理システム：Learning 
Management System）を使用してきた。海外のもの以外にも、MyCourseVille、
LearnSquare 等の、タイの教育機関が自作した LMS がある。 
2012 年、アメリカの Coursera や edX の MOOCs が公開され、ASEAN 諸国でも
MalaysiaMOOC が公開されてきた。タイでは、2013 年に、スコタイタマティラート大学
（Sukhothai Thammathirat Open University：STOU）という放送大学が MOOCs のプ
ラットフォームに興味を持ち、MOOCs を目指し、OER（Open Education Resources）
を開発した。OER のネットの中には、様々なレベルの E-Book 及び学習教材モジュール




2017 年 3 月に、タイ政府が後援する Thailand Cyber University Project により作ら
れた「ThaiMOOC」が公開された。本プラットフォームの開発は日本の JMOOC と韓国
の KMOOC の開発者から協力を得たという。ThaiMOOC は、非営利で、受講者を 3 種
に分けている。大学在籍者の場合は自分の大学の授業に単位編入するために使用できる。
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本書所収の木下（2017）は、アメリカにおける主要オンライン教育のコース数や協定機
関数等を調べている。一方、筆者は、タイの唯一の MOOCs 形式の ThaiMOOC について
調べ、次の表 1 にまとめた。 
 
表 1 ThaiMOOC におけるコース及び協定機関数 
名称 全コース数 言語系コース数 日本語教育 
関連コース数
協定機関数 









図 1 ThaiMOOC のディスカッションボード 
 




に なっている。また、動画では、実際の講義を録画したものを動画ファイルにした Course 
on Demand に対して、MOOCs のコースではグラフィックまたはパワーポイントファイル
















edX の MOOCs には JPC（コミュニケーションのための日本語発音）がある。これは多
様な学習者向けの日本語教育コンテンツである。コース内の「世界の日本語音声教育」で
タイ人日本語学習者を対象とした内容が紹介されている。MOOCs 上のタイ人日本語学習
者を対象とした日本語教育の最初のコンテンツだと言える。2017 年 9 月 7 日現在、タイ








































2 声調）、「普通音」（第 1 声調）、「高音」（第 4 声調）に下位分類される。一方、変化があ
るものには、ピッチが高くなってから落ちる「下音」（第 3 声調）と、ピッチが低くなっ
てから急に高くなる「上音」（第 5 声調）がある。タイ語の声調を順番に Tone Letter 2で
示すと、以下の図 3 に示すように、「33」「22」「43」「44」と「25」の順となる。 
 
 









また、「○ん」、「○い」は、日本語では 2 拍と数えられているが、タイ語の場合、1 音節


























ないため、暗記しておくといいであろう。「平板型」と「尾高型」の 1 拍目と 2 拍目の高
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以上、タイの MOOCs 形式における日本語教育コースの現状 5及び、edX の JPC「世界
の日本語音声教育」タイ語編のコンテンツを踏まえた、タイにおける日本語の発音練習を























 2 タイ語の Tone Letter は Chao（1930）の中国語の声調記号として表示するものを基にして工夫
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